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9.11とインターネット視聴率
大事件を機に変化するメディアとしての地位

ニュースサイトの動向

速報メディアとしてのインターネット

インターネットは、新聞・テレビと並

んで、今や欠かせないニュース速報メデ

ィアとなりつつあるが、特長としては、速

報性、アクセスの簡易性、複数のソース

からの情報収集が容易である点などが挙

げられる。また、24時間見たいときに見

ることができる点や、更新性の高さも評

価できる。これらは、特に常時接続環境

のユーザーにとっては大きなメリットだ。

ではブロードバンド化が進む中で、実

際にネットニュースの需要は高まったのだ

ろうか。資料2-1-7にインターネットニュ

ース全体の訪問者トレンドを示した。

2002年3月度は816万人で、前年の500

万人から62%増となった。訪問者数が右

肩上がりになった一番の原因はネット人

口自体が5割も増加したことである。一方、

ネット利用者中のニュース利用者の比率

（リーチ）、は2002年3月度の前年比は

11%増に過ぎなかった。ブロードバンド化

とニュースサイト利用者の増加には大き

な因果関係は見られないと言えよう。

9月11日を境に明らかな変化

リーチトレンドで最も特徴的なのは、不

自然な形で2001年9月にピーク（39.8%）

があることであろう。言うまでもなく、9

月11日に米国で起きた同時多発テロ事件

の影響である。WTC崩壊の映像は米国

だけではなく世界中に衝撃を与え、テレ

ビ放映に釘付けになった人も多かった。

インターネットでも事件報道にアクセスが

集中し、CNNや国内新聞社などのサイト

が一時アクセスしづらくなる事態が起きて

いる。事件の重大さ自体が、静止画とテ

キスト主体のニュースサイトにもオーディ

エンスを引き込んだのだと言える。実際、

週単位で9月11日周辺を見ると、当該週

にニュース全体の訪問者は増加した。し

かし、翌週には元の水準に戻っていく。

月に拡大して見ても、9月に増加して、そ

の後一旦元に戻っている（資料2-1-7）。

事件をきっかけに地位を確立した

ニュースサイトも

次に、このような大きな事件がニュー

ス視聴に与えた影響とその後の視聴動向

についてサイトレベルで見てみよう。例に

挙げた共同通信社のkyodo.co.jpは同社

のニュースソースを利用している加盟新聞

社と放射線状にリンクを張るサイトであ

る。2001年6月から8月にかけてダウント

レンドにあった同サイトは9.11事件のあっ

た9月にリーチベースで実に121%（訪問

者ベースで126%）も増加した（資料2-1-

8）。10月には反動で下がるものの、8月

の水準までは下がらない。その後は安定

し、リーチ1%のハードルにあと一歩の好

位置につけている。この安定には、資料

2-1-8に示した9月以降のリテンション率

（前月の訪問者中、今月再び訪問した人

のパーセンテージ）の高水準安定が寄与

している。つまり、分単位のニュース更

新を行う共同通信社サイトの姿勢は、

9.11の事件報道を機に評価され、中堅ニ

ュースサイトとしての地位を確立したと言

える。

（須藤修司　ネットレイティングス株式会社）
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資料2-1-7　一般ニュースサイト　訪問者数とリーチ

出所　Nielsen//NetRatingsの調査を元に作成
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資料2-1-8　kyodo.co.jpのリーチとリテンションレート

出所　Nielsen//NetRatingsの調査を元に作成
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